
 次の質問に移ります。令和７年度

市政運営についてです。 

市政運営の基本的な考え方は、施

政方針と予算編成に現れます。新市

長として、新年度に向けてどのよう

な項目に重点を置き、施策を実行し

ていくのか、明確にしていただくこ

とが必要です。 

 特に、新市長として、市政の刷新

を掲げ、厳しい新居浜市の現状を打

破すると述べられてきた公約等を受

けて、これからのお考えを確認した

いと思います。 

 まず、初登庁における市長挨拶に

て、新居浜市の行財政の実態に関

し、市民の皆様から閉塞感を感じる

と見られていることは、否めない事

実ですと発言されています。財政調

整基金が減少している事実はありま

すが、行財政そのものに閉塞感を感

じられた事実とは、いかなることな

のかをお聞きします。 

 また、この閉塞感を取り除くため

に、今年度の市政運営及び予算編成

において検討された内容、また、期

待する効果をどのようにお考えかを

お伺いします。 

 次に、これまでの公約の柱とされ

てきた項目の実現に向け、どのよう

な予算措置を行ったかお伺いしま

す。 

 特に、力を入れてきた子育て支援

の充実ですが、こども家庭センター

をさらに拡充し、児童相談所、発達

支援センター等のサービスをワンス

トップで提供できる拠点づくりを訴

えてきましたが、この対応はいかが

お考えでしょうか。 

 具体的に進める見通しと方向づけ

について、どのような方針を打ち出

されたのかお伺いします。 

 また、未来の学校づくりを目指す

ともしていましたが、具体的な方向

が見いだされたのでしょうか、御説

明ください。 

 次に、地域産業の活性化ですが、

トップセールスと営業活動につい

て、予算編成において検討された内

容についてお伺いします。 

 また、春までに目標金額を設定さ

れるとしていた、その後の検討結果

はいかがでしょうか。 

 さらに、防災能力の強化について

は、防災・減災に向けた事前の対

策、あるいは、復旧・復興支援とい

う、各フェーズに対応した体制の整

備を考えられているとのことです

が、具体的な目標が明確ではありま

せん。今回の施政方針を受けて、令

和７年度に実施する検討項目と、実

現すべき内容についてお示しくださ

い。 

 さらに、新たな新居浜市の効率的

で無駄のない行財政運営を実現し、

問題の抜本的な解決を目指すとして

いる市長の公約について、新年度に

向けての意気込みをお聞かせくださ

い。 

○議長（小野辰夫） 答弁を求めま

す。古川市長。 

○市長（古川拓哉）（登壇） 令和

７年度市政運営についてお答えいた

します。 

 まず、閉塞感についてでございま

す。 

 市長に就任する前から、多くの市



民の皆様との対話を重ねる中で、新

居浜市に活気がない、閉塞感があ

る、近隣他市より市政推進のスピー

ドが遅いと言った声を、数多く伺っ

てまいりました。 

 一方で、現状の本市に対する前向

きな言葉は、少なかったように感じ

ています。 

 この背景には、急速に進む人口減

少や、本市の財政状況の悪化、さら

には、かつての賑わいが失われつつ

あることへの不安や不満があるので

はないかと認識いたしております。 

 こうした現状を直ちに変えること

は容易ではありませんが、来年度に

は、（仮称）にいはま版営業本部の

設立。小中学校体育館への空調設備

導入や、新生児スクリーニング検査

補助の実施、スマホ市役所に向けた

キャッシュレス化の促進など、新た

な施策に着手してまいりたいと考え

ております。４年間の任期における

市長公約として掲げた事業を、着実

に実行していくことで、新居浜市が

変わっていくことを実感していただ

き、閉塞感を払拭していきたいと考

えております。 

 今後におきましても、こうした取

組を積み重ねながら、新居浜市を令

和のまちづくりへとアップデート

し、人口減少社会においても、市民

の皆様が将来に希望を持てる町を目

指してまいります。 

 次に、子育て支援の充実における

拠点づくりについてでございます。 

 今後、子育て支援のさらなる充実

を図るためには、子育て家庭を切れ

目なく支えるための関係機関との連

携体制の強化、子育て家庭が安心し

て気軽に相談できる場所、環境の確

保が重要であると考えております。 

 こうした認識の下、新たな子育て

支援の拠点づくりにつきましても、

関係機関との連携体制や、必要な機

能について、先進自治体の事例も踏

まえ、今後、早期に方針を決定して

まいります。 

 次に、トップセールスと営業活動

についてでございます。 

 まず、予算作成において、検討し

た内容についてでございます。現

在、本市の強みであるものづくり技

術の売り込みをはじめ、市産品の流

通・販売対策、企業立地や誘客促進

などの推進体制を整備するため、私

を本部長とした（仮称）にいはま版

営業本部の設置に向け、組織体系、

ミッションなどについて検討を進め

ているところでございます。 

 次に、目標金額の設定についてで

ございます。 

 （仮称）にいはま版営業本部の設

置を検討する中で、これまでの展示

会出展支援などによる成約実績、物

産展における売上実績を基に、営業

実績の対象とする範囲、活動内容な

どと併せ、目標金額については、新

体制発足後、できるだけ早期に設定

してまいります。 

 次に、防災能力の強化に関し、令

和７年度に実施する検討項目と実現

すべき内容でございます。 

 まず、検討項目につきましては、

発災後、復興に向けたまちづくりの

ための事前復興計画について調査、

研究を進めてまいります。 



 次に、実現すべき内容につきまし

ては、食料品をはじめとする、備蓄

物資の順次拡充を図るとともに、不

足分につきましては、協定を結んで

おります民間企業と連携し、各企業

の在庫を活用した流通備蓄での補完

を図ってまいります。 

 また、避難所運営マニュアルが未

作成の校区に対しましては、要配慮

者や、女性の視点に配慮した避難所

運営マニュアルの作成支援を行うと

ともに、避難行動要支援者の同意に

基づき、一人一人のニーズに応じ

た、実効的な個別避難計画の作成を

進めてまいります。 

 次に、新年度に向けての意気込み

についてでございます。 

 今後、人件費上昇や物価高騰とい

った支出増加が見込まれる中、まず

は、財政調整基金残高の計画的な回

復を目指し、これまで以上に、歳入

の確保に注力するとともに、公共施

設の再編や事務事業の見直しによ

り、固定経費の削減を図るなど、計

画的な財政支出に努め、安定的な財

政基盤の構築と新しい新居浜の実現

に向け、各種事業に取り組んでまい

ります。 

○議長（小野辰夫） 高橋教育長。 

○教育長（高橋良光）（登壇） 未

来の学校づくりについてお答えいた

します。 

 変化の大きな時代の中で、主体的

に変化に向き合い、子供たち一人一

人が、先進的で柔軟な発想ができる

よう個性を伸ばし、地域社会の未来

を担う子供を育むための教育環境を

整えることが肝要であると考えてお

ります。 

 そのためには、学校を新たな学び

の場と位置づけ、地域や外部人材と

連携して、シビックプライドの醸成

や多様性を認め合う、コミュニケー

ションの力の向上など、特色ある教

育活動を推進するとともに、情報化

社会に対応するため、教育ＤＸを加

速し、ＩＣＴ機器の整備を進めるこ

とで、未来を切り開いていく力を育

んでまいります。 

 また、ハード面においても老朽化

が課題となっている校舎等に対応す

るため、まずは、金子小学校校舎北

棟の改築に着手するほか、小中学校

体育館への空調設備を設置し、社会

教育の場や災害時の避難所として利

用できる地域コミュニティーの拠点

となる学校づくりを目指してまいり

ます。 

○議長（小野辰夫） 越智克範議

員。 

○14番（越智克範）（登壇） （仮

称）にいはま版営業本部というの

が、非常に重要な役割を担いそうな

んですが、新市長の中で、この営業

本部の構想について、分かっている

範囲でもう少し教えていただけます

か。 

 それと、子育ての新たな拠点とし

て、マニフェストには、まるごと子

ども・子育て支援センターという文

言が入っているんですが、これが、

それなのか、そうとすると、こども

家庭センターとの違いはどの辺にあ

るのか教えてください。 

○議長（小野辰夫） 答弁を求めま

す。古川市長。 



○市長（古川拓哉）（登壇） 越智

議員さんの御質問にお答えします。 

 まず、営業本部の構想ということ

でありますが、まずは、私自身が営

業本部長ということで、トップに就

き、その下に室長とでも言います

か、その下で取りまとめをしてくだ

さる部分を作りたいと思います。そ

の上で、各部局に、兼業することに

よって、それぞれの部局の中で営業

に関わることの情報を管理してい

く、そんな体制を、今、検討してい

るところであります。 

 そして、公約にもありました、ま

るごと子ども・子育て支援センター

に関してですが、まさに、ワンスト

ップであらゆる子育て相談をしてい

きたい、解決していきたいという思

いがあります。そういったことの中

では、今後検討しているセンターと

も共通する部分が、かなり出てくる

のではないかというふうに思ってお

りますので、その辺りの整合性を整

えながら、子育て世代が充実した子

育てができる環境づくりを目指して

いきたい、そのように思っておりま

す。 

○議長（小野辰夫） 越智克範議

員。 

○14番（越智克範）（登壇） 今後

の運営に期待します。 

 市長が、対話とコミュニケーショ

ンに基づく市政運営ということをお

っしゃっていますので、この推進に

これからも期待します。よろしくお

願いします。 

 


